



















 世界初の空港は、アメリカのオハイオ州にあるハフマンプレーリー (Huffman 
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量的にも発展し続け、2015 年 9 月の時点で人と貨物の定期運行で使われている空























                                                                 


















 第 2 次世界大戦と米軍占領期において日本の航空関連はすべて国と軍の指揮下
におかれていた。戦後、民間航空が本格的に再開されたのは 1951 年東京―大阪
―福岡の定期便からである。1952 年に東京飛行場が東京国際空港（羽田）として
変更・運用され、2016 年の時点では拠点空港の 28 カ所をはじめ、69 カ所の空港
が存在している。 
 日本人が海外観光旅行に自由に出られるようになったのは 1964 年からである。
その年の海外旅行者数は 127,749 人であったが、1972 年には 100 万人を突破し、
さらに 80 年代のバブル経済期や 2000 年以降の格安航空便の参入につれて、2014












して運営されていたが 1971 年閉鎖された。 






の国際空港と 7 カ所の国内空港が存在する。 
 韓国における海外観光旅行の元年は 1983 年である。しかしこの時期はまだ年
齢やお金などが制限されていた。それから海外旅行が完全に自由化されたのが
1989 年である。1986 年のアジア競技大会と 1988 年のソウル・オリンピックを成
功的に終わらせた韓国政府の国際化や世界化の波にそっての措置であった。韓国
における出国者数は 1985 年には 48 万名から 1989 年に 121 万名、2014 年には
1608 万名と日本とほぼ同人数になり、2016 年には 2238 万名に達している3。 
 日本と韓国で一般の人々が自由に海外に出かけるようになるには時期的にほぼ
20 年以上の差がある。日本人が 50 年かけて空港と付き合ってきたことに対し、
韓国人は 30 年間の急激な変化に適応してきたのである。現時点で日本と韓国の
空港は協力しあいながらも競争する関係にある。それらの空港を利用する人々は
                                                                 
2 大韓民国歴史博物館ホームページ 








































































































































ロック(4)のジャンルの 33 曲で5、女性歌手による歌が 14、男性歌手が 9、男女の
                                                                 
4 [Uta-Net] https://www.uta-net.com 
5 日本の歌(J)：1.空港テレサ・テン(1974)  2.銀河空 キャンディーズ(1977)  3.エアポート’78 太田裕美
(1978)  4.空港 渡辺真知子(1979)  5.ドラマティック・エアポート中森明菜(1984)  6.空港日誌 薬師丸
ひろ子(1887)  7.千歳空港 鶴岡雅義と東京ロマンチカ(1989)  8.モリスンは朝、空港で 佐野元春(1992)  
9.空港物語り 鶴岡雅義と東京ロマンチカ(1993)  10.空港ラプソティー 中村美津子(1994)  11.北のエ
アポート 美咲じゅん子(1997)  12.北空港 桂銀淑＆浜圭介(1999 )  13.哀しみのエアポート 水田竜子
(2000)  14.雨の空港 森進一(2001)  15.バハマ・エアポート 稲垣潤一(2002)  16.空港 浅井健一(2006)  
17.函館空港 大石まどか(2007)  18.関西空港 フレディー(2009)  19.JFK 空港 People In the Box(2010)  
20.仁川エアポート 山本譲二＆川中美幸(2010)  21.風空港 内山洋とクールファイブ(2011)  22.夜霧の
エアポート 氷川きよし(2012)  23.羽田空港の奇跡 TOKIO(2012)  24.羽田空港 wacci(2012)  25.女の
空港 川野夏美(2013)  26.流星エアポート 岩波理恵(2013)  27.釧路空港 山内惠介(2013)  28.25 時の
エアポート ジェニファー(2013)  29.エアポートで待合せ BoA(2014)  30.能登里山空港〜おいでおい
で  大場久美子＆三輪一雄(2015)  31.空港物語  城の内早苗(2015)  32.空港待合室  佐野元春＆ the 
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デュエットが 3、女性グループが 1、男性グループが 4、バンドが 2 曲である。歌
は 1974 年から 2016 年までのものであるが、1970 年代 4 曲、1980 年代 3 曲、1990
年代 5 曲、2000 年代 6 曲、2010 年代が 15 曲である。 
 韓国においては歌詞検索サイト「Gasazip」6にのり、また「Naver Music」にも
ある歌謡(17)・トロット(7)・ロック(1)の 25 曲7で、女性歌手による曲が 15、男
性歌手が 6、男女デュエットが 2、女性グループが 1、バンドが 1 曲である。歌は
1972 年から 2017 年までのものであるが、1970 年代 7 曲、1980 年代 5 曲、1990




                                                                                                                                                  
coyote band(2015)  33.別れのエアポート チョン・テフ(2016) 
6 [Gasazip] http://gasazip.com 
7 韓国の歌 (K)： 1.공항의 이별空港の離別  문주란(1972)  2.공합대합실空港待合室  문주란(1973) 
3.이별의 국제공항離別の国際空港 이성애(1974)  4.잘있거라 공항이여さようなら空港 문주란(1977)  
5.김포공항金浦空港 바니걸즈(1977)  6.공항의 두얼굴空港の二つの顔 나훈아(1978)  7.공항에 부는 
바람 空港に咲く風 문주란(1979)  8.공항으로 가는길空港に行く道 문주란(1980)  9.국제선대합실
国際線待合室 나미(1980)  10.국제선대합실国際待合室 함중아(1981)  11. 애수의 국제선공항哀愁の
国際線空港 조미미(1985)  12.국제공항国際空港 주현미(1986)  13. 이별의 국제공항離別の国際空港 
하춘하(1993)  14.인천공항仁川空港  박소희(2000)  15.인천국제공항 仁川国際空港  강진주(2003)  
16.인천공항仁川空港 김영호(2003)  17.공항가는 길空港に行く道 마이엔트메리(2004)  18.공항空港 
이현(2008)  19.인천국제공항仁川国際空港 김미영(2011)  20.공항에서 돌아오는 길空港から帰って
くる道  원세켄(2012)  21.공항에서空港にて  소소한프로젝트(2015)  22.공항가는 길空港に行く道 








 別れ 追う 旅たち 再会 待つ その他 合計
1970 3(75%) 1(15%) 4 
1980 1(33%) 1(33%) 1(33%) 3 
1990 2(40%) 2(40%) 1(20%) 5 
2000 5(63%) 1(12%) 2(25%) 8 
2010 9(69%) 3(23%) 1(8%) 13 
合計 20(61%) 5(15%) 3(9%) 1(3%) 1(3%) 3(9%) 33 
 





す j13」「ひとり身を引く/女の旅 j14」「From the Morning-island/黄昏の街へ/とびたてばも
う/夏にサヨナラ j15」「空港で別れ/もう二度と会えない j16」「あなたは東/私は西 j20」
「木枯らし咲きぬく空港を/ひそかに旅立つ人がいる j21」「悲しい恋を捨てたくて/鞄ひと
つで旅にでる j22」「別れが近づく/空港ロビーj25」「想い出からの/テイク・オフ・プリー























 以上でみると、空港に関する歌のテーマは 1970 年代から 2010 年代までのどの
年代にも「別れ」が最も主な内容であり、次が「追う」ものである。そしてこれ















 歌の歌詞の主体は「私/わたし」が 11、「俺/僕」が 7、「女」が 4、「あなた」
が 1、「二人」が 2 曲であった。主語がないのも 8 曲あったが、内容的に推測す
るとその中の 4 は女、4 が男の主体になっている。主体の立場は、「飛び立つ人
(たち)」が 23(70％)、「見送る人」が 5(15％)、「迎える人」が 1(3％)、「待つ
人」が 1(3％)、「その他」の立場が 3(9％)であった。 
 33 曲のなかで 23 曲が何らかの理由で飛行機に乗って移動することになってい
る。この立場は時代によって大きな違いはなく、1970 年代の 4(100％)、1980 年




 実際「飛び立つ人」の曲の性別比率は、男性が 6 曲(18％)、女性が 15 曲(45％)、















飛立つ人 7 2 4 1 2 3 4 23(70%) 
見送る人 3 2      5(15%) 
迎える 1       1(3%) 
待つ人      1  1(3%) 
その他  3      3(9%) 
合計 11 7 4 1 2 4 4 33(100%) 
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 歌の歌詞を二つの方法で調査した。第一は KH Coder（アルファ版）で、タイト
ルをのぞいた 33 曲の全歌詞をテキストとして、言葉の頻度数を抽出した。KH 
Coder 分析の頻度数 3 以上の言葉 150 個のなか、活用のある言葉をカウントし直
し、さらに文脈にそってカテゴライズした。それによると頻度語は①空港 35/エ
アポート 33(68) ②愛 29/愛す 15/恋 13/好き 3(44) ③涙 21/泣く 12(33) ④旅
立つ 12/旅 11(23) ⑤別れ 14/別れる 6(20) ⑥最終 9/最後 5/終る 5(19) ⑦帰
る 12/帰れる 4(16) ⑦人(16) ⑦知る(16) ⑧今 8/いま 7(15) ⑧逢う 6/逢え





















 別れ 出発 追憶 待つ 誇り 再会 その他  
1970 5(71%) 1(14%)  1(14%) 7
1980 4(80%) 1(20%) 5
1990 1(100%)  1
2000 4(80%)  1(20%) 5
2010 3(43%) 3(43%)  1(14%) 7





く k6」「約束のない離別 k8」「戻れない道 k9」「留ることのできない愛 k10」「旅立つ彼
の姿 k12」「離別は避けられない k13」「握った手/放せば/終りなのか k15」「一人残され
泣くだろう k16」「あなたを送って帰ってくる k19」「笑いながらあなたを送る k20」）を
歌っている。残りの 4 曲は再会の可能性を持つ「別れ」である。（「私はどこでも
あなただけを考えながら生きます/また会える日まで k3」「二人がまた会えるように k17」
「会えるその日まで k18」「その日まで say goodbye k23」） 
 第二のテーマは「新たな出発」であり（「この緊張そのまま感じながら/旅たってみ
よう k21」「自分の夢を取り戻したい/私は今暖かい春へ向かう k24」「どこでも空港を経
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時代によってその様子は変わってきた。1970 年代から 2000 年代にかけて「見送
る」が最も多く、1970 年代に「飛び立つ」がひとつあるが、それは翻案歌謡であ
るため、オリジナル曲の内容に影響されていることを前提に考える必要がある。





表 9 1970 1980 1990 2000 2010 合計 
飛び立つ 1    4 5 
見送る 4 3 1 4 2 14 
迎える       
待つ  1    1 
その他 2 1  1 1 5 







 日本の場合と同様に歌の歌詞を二つの方法で調査した。第一は KH Coder(アル
ファ版、韓国語)で、25 曲のタイトルをのぞいた全歌詞をテキストとして、言葉
の頻度数を抽出した。KH Coder 分析の頻度数 3 以上の言葉 150 個のなか、活用
のある言葉をカウントし直し、さらに韓国語のニュアンスと文脈にそってカテゴ
ライズした。それによると頻度語は①가다 34/떠나다 30/떠나가다/17 (行く 81)  
②공항 35/국제공항 6/국제선 8 (空港 49)  ③보내다 (見送る 36)  ④사람(人 34)  
⑤눈물 19/울다 12 (泣く 31)  ⑥마음 (心 29)  ⑦이별 15/헤어지다 6 (別れる 21)  
⑧슬프다 5/슬픔 5/슬퍼하다 3/서럽다 3/애수 3 (悲しい 19)  ⑧사랑 (愛 19)  
⑨말 (言葉 18) である。 
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 1970 年代から 2010 年代までの空港に関する日本と韓国の 58 曲の歌詞を分析し
た。それには共通点と相違点があったが、まず共通点としてはどちらも「別れ」
のテーマが最も多いこと（日本 61％・韓国 68％）と歌の主体に女が男より多いこ















                                                                 
8 ①가다 34/떠나다 30/떠나가다/17 (81)  ②공항 35/국제공항 6/국제선 8 (49)  ③보내다 (36)   
④사람 (34)  ⑤눈물 19/울다 12 (31)  ⑥마음 (29)  ⑦이별 15/헤어지다 6 (21)   























とも 1970 年代から 2010 年代に至まで変わらないようである。 
 韓国の場合、1989 年に海外旅行が完全に自由化するまで、飛行機で海外に出る
ことは公務やビジネスや国費留学や移民であった。そのため 1970 年代と 80 年代
の歌で歌われる風景は移民による別れがほとんどであった。移民の別れはパク・
ワンソが描いたように家族や親族や恋人が物理的にもう二度と死ぬまで会えない
                                                                 
9 Oxford Dictionaries. "music appealing to the popular taste" 
10 한국민족문화대백과 한국학중앙연구원 韓国民族文化大百科 韓国学中央研究院 
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 2008 年カナダでは Greenbelt Collective が「Aerotropolis」という歌で、近年世界
的なイシューになっているエアロトロポリス、すなわち空港中心の都市経済地区
を批判した。2013 年にイギリスの Ikonika はアルバム「Aerotropolis」の「Mr.Cake」
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